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うに， I国益」思想とその基盤， すなわち盛岡藩政の原理に組み込まれ， その実現をみた「国益」思
想との関連がするどく追究されている。そして，盛岡藩当局により設立された「御国益御用所」の目
的と業務とが新渡戸十次郎の『御国益考』にみられる「国益」の意義とまったく合致したものである
ことが実証されている。
第四章「運上銀体系の成立と「国益」思想一宇和島藩」では，藩財政と領国を中心とした商品流通
機構との関連において成立した運上銀体系が完成した文化10年の時点において，宇和島藩の家臣団の
なかに明確な「国益」思想が検出される乙とを宇和島藩政史料「存慮害」により明らかにし，その関
連にメスを入れている。
第五章「専売制と「国益」思想-和歌山藩」においては，紀州和歌山藩の専売機関であった「御仕
入方」を中心として考察し， I国益」実現の立場から「御仕入方」政策が実施される過程を問題とし
ている。和歌山藩のばあいにも，前記の宇和島藩のばあいとおなじように，文化期の藩政改革を劃期
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点として，専売機関の「御仕入}iJ が「国益」のための制度としての性格を強めていったことに注目
している。
第六章 rr国益主法掛」と「国益」思想一幕府」は乙れまでのような大名領とはちがって，幕府領
のばあいを取り上げ，甲州の幕領においても，産業経済の開発・成長・安定は特定の限られた地域
(乙のばあい甲斐国の幕府領)を基盤として可能とされることを明らかにし，その点，大名領を単位
とした「国益」の思想体系と類似の動きが認められるものとしている。
附論「幕末・維新期における藩国家の思想動向一竜野藩」では，問題の焦点を「国家」の概念の変
化におき，徳川期において藩を意味していた「国家」が，明治期に入ってから日本全体を意味するよ
うになった乙とを問題としている。
「むすび、にかえて」においては， 徳川期に成立し，一般的な展開をみた「国益」思想が明治の初期
において，渋沢栄一・大隈重信・五代友厚に受け継がれ，新らたな展開をみるにいたったことを指摘
している。わが国の「国益」思想を考えるばあい，日本経済の近代化の過程においてどのように位置
づけられていったのか問題とされなければならない口本論文はそのための基礎的研究としても重要な
意味をもっている。
するどい問題意識とゆたかな実証的研究に裏付けられた本論文は，戦後の社会経済史学界における
第一級の労作であるということができる。「国益J というタームは，西洋の重商主義との対比におい
ても，さらにアジア諸国の経済の近代化を問題とするばあいにも，わが国固有の経済思想の原理とし
て，ひろく外国にもその成果を示すことができるものと考える。
こ乙に，著者に経済学博士の学位を授与するのに，十分な価値をもつことを認める。
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